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米国及びカナダから輸入される牛肉等に関する委員会の議論の概要

Ⅰ．米国及びカナダから輸入される牛肉等に係る食品健康影響評価の流れ

、 （ ）厚生労働省 農林水産省から食品健康影響評価の要請 平成１７年５月２４日

（ ）第９６回食品安全委員会 平成１７年５月２６日
プリオン専門調査会で調査審議することを決定

第３４回プリオン専門調査会（平成１７年１０月３１日）
報告書案が取りまとめられた。

第１１８回食品安全委員会（平成１７年１１月２日）
、 、評価結果案について １１月２日から１１月２９日まで

意見・情報の募集を実施することを決定。
また、１１月１４日から１１月２２日まで、全国７都市
で意見交換会を行った。

第１２３回食品安全委員会（平成１７年１２月８日）
寄せられた意見・情報を取りまとめ、食品安全委員会で評価
結果案が審議の結果、了承され、同日付けで評価結果を厚生
労働省、農林水産省に通知した。

Ⅱ．プリオン専門調査会の審議

・プリオン専門調査会会合は、すべて公開で行った。
・審議は、自ら収集したり、リスク管理官庁から提出されたデータや知見等
を基に審議を開始し、審議を進める段階においても、審議に必要な資料の
提出をリスク管理官庁にあらためて求め、提出された資料にもとづいてさ
らに審議を行った。



Ⅲ．平成１７年５月２４日のリスク管理官庁からの米国及びカナダから輸入される牛肉等に係
る諮問後からのプリオン専門調査会の議論の概要

＜第２５回会合＞

１．年月日 平成１７年５月３１日（火）

２．議 事 米国及びカナダから輸入される牛肉及び牛の内臓について

・厚生労働省及び農林水産省から諮問に関する説明を聴取
・諮問の経緯及び考え方について質疑応答

（参考）諮問内容
1) 現在の米国の国内規制及び日本向け輸出プログラムにより管理された米国か
ら輸入される牛肉及び牛の内臓を食品として摂取する場合と、我が国でとさつ
解体して流通している牛肉及び牛の内臓を食品として摂食する場合の牛海綿状
脳症（ＢＳＥ）に関するリスクの同等性

2) 現在のカナダの国内規制及び日本向け輸出基準により管理されたカナダから
輸入される牛肉及び牛の内臓を食品として摂取する場合と、我が国でとさつ解
体して流通している牛肉及び牛の内臓を食品として摂食する場合の牛海綿状脳
症（ＢＳＥ）に関するリスクの同等性

＜第２６回会合＞

１．年月日 平成１７年６月２１日（火）

２．議 事 米国及びカナダから輸入される牛肉及び牛の内臓について

（※）・米国におけるＢＳＥ疑似陽性牛に関して報告
・第７３回国際獣疫事務局（ＯＩＥ）総会の概要に関して報告
・諮問の経緯及び考え方について質疑応答
・専門委員から「評価の進め方」に関する提案・審議

（※）当該疑似陽性牛については、６月２４日に陽性確定

＜第２７回会合＞

１．年月日 平成１７年７月１４日（木）

２．議 事 米国及びカナダから輸入される牛肉及び牛の内臓について

・米国及びカナダの両国政府から厚生労働省及び農林水産省を通じて提出された補
足資料並びに厚生労働省及び農林水産省から提出された補足資料に関する説明の
聴取及び質疑

・ 評価の進め方」に沿って、生体牛や肉骨粉の輸入によるＢＳＥプリオンの侵入「
リスク、飼料規制やサーベイランス結果等に基づくＢＳＥ汚染状況等について審
議



＜第２８回会合＞

１．年月日 平成１７年８月１日（月）

２．議 事 米国及びカナダから輸入される牛肉及び牛の内臓について

（※）・米国におけるＢＳＥ疑似陽性牛に関して報告
・米国及びカナダの両国政府から厚生労働省及び農林水産省を通じて提出された補
足資料並びに厚生労働省及び農林水産省から提出された補足資料に関する説明の
聴取及び質疑

、「 」・専門委員の作成した評価まとめ表について説明を行うとともに 評価の進め方
の個別の項目に沿って、米国、カナダ及び日本の比較検討

（※）当該疑似陽性牛については、８月３日に陰性確定

＜第２９回会合＞

１．年月日 平成１７年８月２４日（水）

２．議 事 米国及びカナダから輸入される牛肉及び牛の内臓について

・米国及びカナダの両国政府から厚生労働省及び農林水産省を通じて提出された補
足資料並びに厚生労働省及び農林水産省から提出された補足資料に関する説明の
聴取及び質疑

・評価まとめ表を基に、専門委員の作成した項目別比較表について説明を行い、米
国、カナダ及び日本の生体牛のＢＳＥ感染度と食肉のＢＳＥプリオン汚染度につ
いて比較検討。

＜第３０回会合＞

１．年月日 平成１７年９月１２日（月）

２．議 事 米国及びカナダから輸入される牛肉及び牛の内臓について

・専門委員から、現地視察を踏まえた「米国及びカナダにおける牛肉産業の最新情
報」について報告。

・米国及びカナダの両国政府から厚生労働省及び農林水産省を通じて提出された補
足資料並びに厚生労働省及び農林水産省から提出された補足資料に関する説明の
聴取及び質疑。

、 、 （ ）・座長より 報告書案｢たたき台｣について説明があり 生体牛のリスク 前半部分
について審議。

＜第３１回会合＞

１．年月日 平成１７年９月２６日（月）

２．議 事 米国及びカナダから輸入される牛肉及び牛の内臓について

・米国及びカナダの両国政府から厚生労働省及び農林水産省を通じて提出された補
足資料並びに厚生労働省及び農林水産省から提出された補足資料に関する説明の
聴取及び質疑。

・座長及び専門委員より、前回の会合及び専門委員からのコメントを踏まえて作成
、 、 （ ）した 報告書案｢たたき台修正案｣について説明があり 食肉のリスク 後半部分

を中心に審議。



＜第３２回会合＞

１．年月日 平成１７年１０月４日（火）

２．議 事 米国及びカナダから輸入される牛肉及び牛の内臓について

・米国及びカナダの両国政府から厚生労働省及び農林水産省を通じて提出された補
足資料並びに厚生労働省及び農林水産省から提出された補足資料に関する説明の
聴取及び質疑。

・座長及び専門委員より、前回の会合及び専門委員からのコメントを踏まえて作成
した、報告書案｢たたき台修正二次案｣について説明があり、生体牛及び食肉のリ
スク全般について審議。

＜第３３回会合＞

１．年月日 平成１７年１０月２４日（火）

２．議 事 米国及びカナダから輸入される牛肉及び牛の内臓について

・動物性油脂について参考人(日本獣医畜産大学木村教授）から説明。
・米国及びカナダの両国政府から厚生労働省及び農林水産省を通じて提出された補
足資料並びに厚生労働省及び農林水産省から提出された補足資料に関する説明の
聴取及び質疑。

・座長より、前回までの議論及び専門委員からのコメントを踏まえて作成した、報
告書案｢たたき台修正三次案｣について説明があり、全般にわたり審議。

＜第３４回会合＞

１．年月日 平成１７年１０月３１日（月）

２．議 事 米国及びカナダから輸入される牛肉及び牛の内臓について

・座長より、前回までの議論及び専門委員からのコメントを踏まえて作成した、報
告書案｢たたき台修正四次案｣について説明があり、結論部分を中心に全般にわた
り審議。

・座長が議論を踏まえて修正した報告書案を専門委員に送付し、確認を求めた上で
最終的な報告書案とし、これを食品安全委員会に報告。

＊本審議結果については、第１１８回食品安全委員会（平成１７年１１月２日）において報告
、 （ ）。され 意見・情報の募集に付された 募集期間：平成１７年１１月２日～同年１１月２９日

また、平成１７年１１月１４日から同年１１月２２日まで、全国７都市で意見交換会を実施
した。
その後、寄せられた意見・情報を専門委員に送付し検討に付した。
その結果を踏まえ、第１２３回食品安全委員会（平成１７年１２月８日）に当該評価結果案

が提出され、審議の結果、了承され、当該評価結果を厚生労働省、農林水産省に通知する事が
決定された。


